
     

No４６  平成２３年２月２８日（月） 

高校一般入学者志願受付が終わる！・・・全体で、１．１０倍 

○２２日（火）に、志願受付を終え、その後、２４日（木）・２５日（金）に、志願変更を受付、最終

的な志願倍率が、以下のようになりました。３月８日（火）・９日（水）の入試に向け、志願者は、本

校合格を目指して、ラストスパートしてほしいと思います。 

学  科 募集定員 志願者数 倍  率 

 

昨年の合格発表の様子 

農  業 ２６ ３２ １．２３ 

機  械 ２０ ２７ １．３５ 

電  気 ２３ ２１ ０．９１ 

商  業 ２０ ２７ １．３５ 

経営情報 ２０ １９ ０．９５ 

福  祉 ２０ １６ ０．８０ 

 （合 計）  １２９    １４２    １．１０ 

 

小林秀峰高等学校同窓会の発足式が新体育館でありました。・・・２２日（火） 

 

立久井同窓会長あいさつ 

○秀峰一期生の卒業にあたって、同窓

会の発足式を開催しました。初代会長 

には、秀峰の同窓会の運営が軌道に 

乗るまでの支援の目的で、立久井現

PTA 会長（小林工業高校機械科卒）

に就任してもらいました。副会長には 

秀峰一期生の小磯君（電気科）、内窪

さん（経営情報科）も就任しました。 

 

前生徒会長から記念品贈呈 

今後、同窓会が後輩を後援していくために、役員を中心に、しっかり運営されることを願っています。 

○３年生は、同窓会発足式の前後に２種類の研修を受けました。 

 ・「アルコール健康教室」 

   アルコールが心身に及ぼす影響について 

 ・「労働者として知っておくべきことについて」 

   労働基準法、労災保険法、雇用保険法 

   医療保険、年金（国民年金）について 

いずれの内容も、社会人になるにあたって大切なことでした。３年

生は興味深く、真剣に聴いていました。 

 

保健師さんによる健康教室 

 

全国商業高等学校協会主催検定（全商検定）三種目以上合格者数５７名（７０．４％） 

○秀峰一期生の商業科（４１名）・経営情報科（４０名）合計８１名は、資格取得に熱心に取り組み、 

県内でも三種目以上合格者数で、日南振徳商業高校（３月閉校）の８６．７％に次ぐ高い結果を出し

ました。１・２年生は、このような先輩に続くべく、今後、努力していってほしいものです。 

・３種目：３４名 ・４種目：１４名 ・５種目：７名 ・６種目：２名 

 ※平成２２年度卒業生優秀者表彰（各学校１名） 商業科 中山真紀さん 

 ☆２３日（水）の県立学校長会の商業部会でも、日南振徳商業高校と本校の全商検定３種目以上の 

  合格率の高さが話題になりました。本校生が県内からも注目される取組をしているということで 

す。また、先生方が、生徒のために熱心に指導しているという証でもあると思います。 

秀峰通信『啐啄』 



＜今週のニュース＞ 

☆レアアース代替できた！・・・インクが高感度センサーに（材料費が安くすむ） 

  インクに使われている有機分子「フタロシアニン」１個（大きさ１ナノメートル：100万分の１ミリ） 

  で、世界最小の磁気センサーを作ることに成功。パソコンなどに記録された磁気情報の読み取り 

  に使われる。これまでの大きさの 100 分の１、感度は１０倍で、パソコンの省エネ化や性能向上に 

 

☆ニュージーランドで強い地震(マグニチュード 6.3)２２日（火）・・・建物の崩壊や多数の死傷者も 

  クライストチャーチ市付近 死者１１３人  日本人留学生らも被災（２８人が安否不明）  

※ニュージーランド出身で本校 ALT のジョナサン先生の家族は、居住地が異なるため無事。 

    知人の元 ALT も、北島に住んでいて無事だということをメールで確認しました。 

 

☆宮崎県人口１１３万５１２０人に・・・５年間で１万７９２２人減（国勢調査速報値）２６日（土） 

 2000 年、2005年に続いて３回連続の減尐で、尐子高齢化による本格的な人口減尐時代を裏付けた。 

 

祝！ ウエイトリフティング部 竹田善彦君（３年機械科） 宮日スポーツ賞を受賞！！ 

 

H22 県高校総体での試技 

○２５日（金）午前１１時から、宮日スポーツ賞の贈呈式が、宮

日会館で行なわれました。今年で１５回となるこの賞は、平成 

２２年度において、本県のスポーツの振興に寄与した個人や団体

に贈られるものです。本年度は、６個人と１団体に贈られました。 

本校の竹田君は、全国高校総体重量挙げ１０５㌔級スナッチでの 

優勝が認められての受賞です。高校で初めてバーベルを握り、一

日も欠かさず朝夕の練習に励み、「不屈の心で、けがを克服」して

栄光をつかんだ竹田君に生徒達も学ぶべきことは多いと思います 

＜竹田君の喜びの声＞ 

  高校生活を振り返って、全国総体で表彰台の中央に立ったことが一番の思い出です。何事にも 

 真剣に取り組んできたことが、最高の結果につながりました。大学では、イアンカレで４連覇を 

 果たし、高校の後輩たちの模範となる選手になりたいです。 

 

○新燃岳の噴火が収まっているかのようですが、まだまだ、不安な状況が続いています。雨が降ると、

土石流も心配です。安全のために、生徒たちへのヘルメットの貸与が決まりました。校庭は、運動部

の協力で、土をふるいにかけて、火山れきを取り除く作業が行なわれています。校庭のあちこちに、

火山れきで一杯になった袋が何十も集められています。その多さに、驚かされます。そのような中に

あっても、春は一歩一歩近付いているようです。 

 

校庭の火山れきを除去中です 

 

学校周辺の梅の花が満開 

 

学校内も水仙がいつの間にか 

 

○学年末考査が２５日（金）に終わり、三学期も、残すところ３週間余りとなりました。明日３月１

日（火）の卒業式、８日（火）・９日（水）の高校入試など、まだまだ、忙しい日々が続きます。一つ

ひとつをみんなで協力して、しっかりと行なっていかなければと思います。そして、平成２２年度を

生徒も教職員も満足のいく形で締めくくりたいものです。 

 


